
観察記録のとり方と活用

○事実をていねいに記録する。【素記録】

・時間の流れに沿って、幼児の言動とそれにかか

わりをもった保育者の言動を記述する。

この時期の幼児に何が育ちつつ

あるのか、行動、遊び、つぶや

きなどから読み取ります。

遊具・用具の配置・数、場所

や時間に関することなどを記

入します。図示してもいいで

しょう。

環境構成や保育者の

援助を具体的に記入

します。

個別の支援が必要な幼児に

対 す る「ね ら い」、「評

価」を示します。

「ねらい」が達成できた

かどうかを見取る視点を

明確に設定します。

子どもの姿には、環境に

どのようにかかわるだろ

うか予想し、経験させた

いことを記入します。

週や月のねらいと照ら

し合わせ、幼児の内面

に育てたいことを「ね

らい」とします。

指導案を作成することにより、保育のね

らいが明確になり、幼児を中心にした保

育の展開を工夫することができます。

保育の振り返りをしましょう。

保育記録をもとに、幼児の

言動の読み取りと保育の振

り返りを行います。

外部講師から、指導案のね

らい・評価と照らし合わせ

たまとめにするよう助言を

いただきました。

その他にも、エピソード場面を取

り上げたり、特定の幼児に視点を

あてたりする方法もあります。

貴重な実践を振り返り

積み重ねることで、保

育の見直しへつなげま

しょう。

記録は、担任以外がと

ると、幼児の言動を

しっかり書きこむこと

ができます。

時間 幼児の言動 保育者の援助（言動）

例

5 保育指導案作成のポイント幼稚園・保育所編

支援を要す

る 幼 児 へ

の、具体的

な手立てを

考えておき

ましょう。


